




安全・安心な商品をお届けするために

2020年初頭より世界中で新型コロナウイルス（COVID-

19）が猛威を振るい、人類は世界的な危機に直面しました。

罹患された方とそのご家族に対して心よりお見舞い申し上げ

るとともに、昼夜を問わず最前線で対応されている医療従事

者や感染予防に力を注がれている方など、関係者の皆様に

深く敬意を表し感謝申し上げます。

アサヒ飲料は、生きていくうえで欠くことのできない飲料水

を扱っている企業として、お客様に対して供給責任を果たす

べく、事業活動を継続し安全・安心な商品の供給に全力で取

り組んできました。そして、お客様やお取引先に寄り添い、地

域社会への支援に取り組んでいます。今後も安定供給と支援

を継続するほか、家庭内での需要増など環境変化に対応し

た提案や商品展開など、状況に応じた適切な対応を強化し

ていきます。

社会でひときわ存在価値が高く、
いちばん信頼される企業を目指して

アサヒ飲料は、アサヒグループ理念『Asah i  Group 

Philosophy（AGP）』で掲げている『期待を超えるおいしさ、

楽しい生活文化の創造』を受け、『社会の新たな価値を創造

し、我々の「つなげる力」で発展させ、いちばん信頼される企

業となる』というビジョンの実現を目指しています。また、そ

の実現に向け推進している第7次中期経営計画では、業界

のリーディングカンパニーを目指すという目標を達成すべく、

収益性という財務的価値だけでなく、CSV経営基盤の確立

による社会的価値の創出にも重点を置いています。私たちが

考えるリーディングカンパニーとは、社会でひときわ存在価

値が高く、社会からいちばん信頼される企業であることです。

ここ数年、企業を取り巻く環境は大きく変化し、社会の変化

や要請、お客様の課題感に合わせ、さまざまなニーズに応え

ていくことが企業に求められています。また、世界に目を向け

てみると、地球規模の気候変動や自然災害、新興国における

貧困・衛生問題、そして先進国における少子高齢化など、17

のゴール・169のターゲットから構成される持続可能な開発

目標（SDGs）に提示されているように社会課題は多岐にわ

たっています。

このような背景を踏まえ、アサヒ飲料では2019年にマテ

リアリティを再構築しました。マテリアリティの設定にあたっ

ては、社外有識者の方々のご意見も参考に社会にとっての

重要性、そしてビジョン実現につながるアサヒ飲料にとって

の重要性といった2つの観点を考慮し、より明確な針路とし

て優先的に取り組むべき課題を重点領域としました。それが

『健康』『環境』『地域共創』という3つのマテリアリティです。

財務的価値と社会的価値を一体化させ
新しい価値を生み続ける

私たちの事業は、お客様の日常に身近なものであり、だか

らこそ提供できる健康への気づきや環境への貢献があると

考えています。人生100年時代と言われる今、心身ともに健

やかな生活をおくり続けるため、未病・予防など健康寿命の

延伸が課題となり、お客様にとって健康の重要性が増すとと

もにニーズは多様化しています。そのニーズに私たちの商品

やサービスでお応えしていくことは、アサヒ飲料にとって重要

な命題です。これまでも乳酸菌や発酵技術を活用した商品を

中心に、健康的でオリジナリティにあふれる商品をお届けし

てきましたが、2020年からは新規領域としてカラダにやさし

い植物ミルクを使った商品や、豆乳を発酵させてつくった植

物生まれの「カルピス」として「GREEN CALPIS」を発売する

など新しい健康価値を提案しています。これまで培ってきた

技術と新しい発想を商品にのせて、われわれにしかできない

イノベーションを起こし、お客様の期待に応えていきたいと考

えています。私たちは『健康チャレンジ！』というプロジェクト

をたちあげ『健康』への取り組みを推進していますが、このプ

ロジェクトは、“カラダの健康”だけでなく、おいしさによっても

たらされる笑顔が象徴するような“心の健康”も含め、私たち

の飲料を通じて、お客様を日常から健康にしたいという思い

のもと全社一丸となって取り組んでいます。

また、昨今、国際的な社会課題となっている海洋プラスチッ

ク問題には、PETボトルを主な容器に使用している飲料メー

カーとして、正しい課題認識のもと、積極的に取り組みを進

めていきたいと考え、2019年に『容器包装2030』を制定し

ました。持続可能な容器包装の実現に向けて2030年までに

『リサイクルPET、環境配慮素材』『リデュース』『環境に配慮

した新容器開発』という3つの目標を定め、プラスチック製容

器包装については、全重量の60%にリサイクルPET、植物由

来の環境配慮素材などを使用することを目指しています。

「『アサヒ おいしい水』天然水ラベルレスボトル」など、業界

に先がけて発売したラベルレスボトルは、海洋プラスチック

問題に対する取り組みのひとつとして、G20大阪サミットで

もご紹介いただくなど、各所から高いご評価をいただくととも

に実際に使ったお客様からも、環境負荷低減とラベルをはが

す手間が省け使いやすいということで、大変ご支持をいただ

いています。

2020年はさらに当社主力商品である「三ツ矢サイダー」

500mlPETボトルのラベルの軽量化に取り組み、年間で約

60トンのプラスチック樹脂の削減を見込んでいます。また、

リサイクルの取り組みとしては、2019年に「カルピスウォー

ター」の一部で採用を開始したリサイクルPET含有ボトルを

「三ツ矢」、「カルピスソーダ」、「ウィルキンソン」ブランドの

ブランド価値をさらに強化し、
お客様や社会から
いちばん信頼される企業へ

代表取締役社長

米女 太一

社会の新たな価値を創造し、
我々の「つなげる力」で発展させ、
いちばん信頼される企業となる

アサヒ飲料ビジョン

100年のワクワクと笑顔を。
人生100年時代を共に。あなたのココロとカラダに
驚きや感動、そして、健康をお届けしたい。
いつも、そばに。これからも、ずっと笑顔を。

お客様との約束

3つのマテリアリティ（重点課題領域）
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一部などにも拡大していく予定です。

一方で、日本のPETボトルリサイクル率は約85%、熱によ

る再利用まで含めた有効利用率は98%となっています。米

国のリサイクル率は約2割、欧州が約4割※ということをみて

も、日本のリサイクル率は世界最高水準だということが知ら

れています。また、利便性、安全性などからみても優れた飲料

容器でもあり、環境負荷の低減を実現するとともに、政府・自

治体・業界と連携し、PETボトルをサステナブルな容器にすべ

く取り組んでいきたいと考えています。

『地域共創』の取り組みでは、支社や工場などそれぞれの事

業場が主体となり、アサヒ飲料らしいCSV活動を深化させてい

くことを目指しています。各事業場が地域の社会課題解決につ

ながる独自の施策を検討し、実践していくというものです。例え

ば、「ウィルキンソン」ブランド発祥の地である兵庫県宝塚市で

は、地域の認知向上と観光客誘致に貢献するため、当社の自動

販売機を活用したPRや「ウィルキンソン」を使った飲食店での

メニュー開発などを宝塚市と行い、財務的価値を生みだすとと

もに地域の歴史の深みを伝える機会を創出しています。また、

静岡県富士宮市との取り組みでは、自治体が推進する子育てサ

ポート事業の啓発・推進を目的に、カフェインゼロで赤ちゃんや

妊婦さんにも安心な「十六茶」という商品の特性を活かし、商品

や店頭を通じてこの事業の啓発に貢献しています。

このような取り組みは社内ポータルサイトで優秀事例とし

て共有され、社員同士が称賛し合う文化の醸成にも役立って

います。これらの活動を進めるうえで大切にしているのが、財

務的価値と社会的価値を一体化させ、新しい活動を生み続

けていくという考え方です。また、『健康』×『地域共創』、『環

境』×『地域共創』などそれぞれのマテリアリティを掛け合わ

※出典：PETボトルリサイクル推進協議会

ジアムがオープンしました。「おいしくてからだによい飲みも

のをつくって人々の役に立ちたい」という「カルピス」の生み

の親の想いとその原体験、そして「カルピス」ができるまでの

工程、「カルピス」のおいしさを体感できる工場見学になって

います。これら100周年のさまざまな取り組みにより、ブラン

ドの歴史や商品に対するお客様の理解が深まり、ブランド価

値の骨太化を確実に進めることができました。

アサヒ飲料とお客様をつなぐのがブランドであり、ブランド

力を高めることがお客様や社会との結びつきを高めていきま

す。ブランドにはプロダクトブランドとコーポレートブランドが

ありますが、私たちが保有するプロダクトブランドの価値をさ

らに高めていくこと、そしてAGPやビジョンに掲げているよう

に社会から期待されるアサヒ飲料であり続けることが重要だ

と考えています。

また、これまで海外事業はアサヒグループホールディング

スが戦略を主導してきましたが、海外事業を担う部門をアサ

ヒ飲料に新設しました。これまで培ってきた健康価値の訴求

やブランドを大切に育て上げてきたノウハウを活かし、今後

は海外市場の開拓にも取り組んでいきます。

社員一人ひとりが将来志向をもって

これまでブランドを磨き続けてきたアサヒ飲料は、さらに

ブランドを未来へつなげて発展し続けなければなりません。

そのためには、社員一人ひとりが現状に満足せず、チャレン

ジャーとして何事にも果敢に挑戦し、将来志向で発想するこ

と、そして全体志向で何かと何かをつなげて新しい価値を生

みだしていくことが大切です。人は成長するものであり、その

成長が会社の成長にもつながっていきます。新しい価値は、

主として商品で代表されますが、ビジネスモデルやビジネス

プロセス、あるいはアサヒ飲料らしさでも具現化が可能であ

り、社員一人ひとりが仕事の中で生みだしていけるものだと

考えています。アサヒ飲料の社員は、非常に前向きで明るい

社員が多く、そういった人材が、ビジョンを共有し合い、個人

個人でどう実現していくかという、それぞれの目標達成への

ストーリーを描きながら前向きに仕事ができる会社にしてい

きたいと考えています。

せ、社会に新しい価値を生みだすことがアサヒ飲料らしさで

あり、強みとなっています。

ブランド価値をさらに強化

2019年1月、私たちはお客様との約束として『100年のワク

ワクと笑顔を。』というスローガンを制定しました。100年とい

うフレーズには、「人生100年時代にお客様に寄り添って」とい

う意味に加え、「三ツ矢サイダー」、「カルピス」、「ウィルキンソ

ン」といった日本生まれ・日本育ちの一世紀ブランドをつない

できたという自負と、次の100年に向け私たちの商品やサービ

スを通じてお客様にワクワク感や、おいしく飲んでいただける

飲料をお届けし続けたい、そんな思いが込められています。

2019年は日本初の乳酸菌飲料「カルピス」が誕生して100

周年にあたる節目の年でもありました。イベントや営業活動、

そしてCSV活動を融合させ、「大切な人を思う気持ち」や「おい

しさと健康」という独自価値の浸透を目指し、全社をあげてさ

まざまな活動を展開しました。「カルピス」の誕生日である7月

7日前後には、社員による店頭サンプリングイベントを実施して

いますが、2019年は約1,400名の社員が参加し、「カルピス」

ブランドの魅力を伝えました。その売上の一部は全国47都道

府県の「こども食堂」へ寄付し、「こども食堂」の連携強化や運

営基盤の支援などにお役立ていただいています。

また、「カルピス」と日本各地の発酵食品がコラボレーション

する「『カルピス』発酵BLEND PROJECT」では、「発酵」の魅

力を伝えるとともに、古くから日本に根付く発酵文化を伝えて

きた地域社会の活性化への貢献も視野に活動を広げました。

2019年10月には群馬工場に「カルピス」みらいのミュー

しなやかで強い経営基盤を構築

私たち企業は社会的存在であり、さまざまなステークホル

ダーとの信頼関係で成り立っています。いちばん信頼される

企業とはどのような環境でも柔軟にしなやかに対応ができ、

お客様や社会との約束を果たすことができる会社だと考えて

います。

今、社会・お客様・市場のニーズやウォンツはこれまでにな

い早さで変化しています。そして、この変化は必ず新たなビジ

ネスを創造すると確信しています。私たち一人ひとりが変化

の体験者であり、この瞬間に感じているニーズやウォンツが

新たな事業、商品、サービスのヒントとなります。時代ととも

に変遷していくこと、本質で変わらないこと、グローバルも含

めたお客様や社会が必要としている価値を発想し、自社ある

いは連携をもって得る技術でその価値をモノやコト、ブラン

ドに転換していくことが私たちの使命です。この環境変化に

強靭かつ柔軟な適応力をもってのぞみ、アサヒ飲料ならでは

の新しい価値を生みだすことで、楽しい生活文化の創造につ

なげていく。そして、強いブランドにさらに磨きをかけ、お客様

や社会からいちばん信頼される企業となるために、さらなる

挑戦を続けてまいります。

TOP MESSAGE
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乳酸菌の研究成果から
新たな「健康価値」を提供

『乳酸菌マスター』は、自主的に意欲のある社員がチャレンジ精神
をもって手をあげ、数回の集合研修を経た後、試験に合格した社
員だけが得られる社内資格で、アサヒ飲料がこれまで培ってきた
乳酸菌の研究成果を深く学び、みずから習得したその知識を広く
社会に発信する役割を
担っています。さまざまな
研究の成果から新たな
健康価値をお客様に提
供することで、身近な食
品を通じた健康意識の
醸成につなげています。

2

『健康』『環境』『地域共創』
3つのマテリアリティを掛け合わせ
もっとワクワクと笑顔をお届けしたい

お客様にワクワクと

笑顔をお届けした

マテリアリティの

掛け合わせ事例

－特集－

 健康を語る伝道師『乳酸菌マスター』 「三ツ矢サイダー」水の未来と環境教室
 ～こどもSDGsスクール～

C a s e . 1 C a s e . 2

  自分も、会社も、
世の中も健康に

健康
自然の恵みを
次代につなぐ

環境

人に寄り添い、
豊かな地域を共に創る

地域共創

アサヒ飲料は3つのマテリアリティを通じて、
社会との共有価値（Creating Shared Value）を生みだす取り組みを進めています。
そして『健康』×『地域共創』、『環境』×『地域共創』など、それぞれを掛け合わせることが

さらなる活動の広がりや新しい価値の創造につながっています。
それを実現する社員の思いと「つなげる力」こそが、
CSV活動におけるアサヒ飲料独自の強みです。

乳酸菌マスター認定式

健康 地域
共創 環境 地域

共創

乳酸菌・発酵の知見を伝える乳酸菌マスター

C a s e . 1

乳酸菌・発酵に関する知見を
社内外に発信する『乳酸菌マスター』

「アサヒ飲料 健康チャレンジ！」では、社員一人ひとりがみずか
ら“健康”とは何かを考え、学び、実践していくことに取り組んで
います。健康意識の高まりとともに、病気予防や健康維持に注
目が集まる中、私たちが長年積み重ねてきた「乳酸菌」に関する
研究成果と知識を日常生活における健康づくりに役立てたいと
考え、健康を語る伝道師『乳酸菌マスター』制度を2017年に
創設しました。公募により集まった社員を対象として、毎年、定
期的に「乳酸菌マスター研修」を実施し、2019年までに204名
の『乳酸菌マスター』が誕生しています。2018年からは、お客様
やお取引先を対象に『乳酸菌マスター』が講師となって知識を
広める「乳酸菌勉強会」や「乳酸菌LABO」もスタートしました。

1

あらゆる世代が集う
地域コミュニティづくりにも貢献

全国で活躍する『乳酸菌マス
ター』が、子どもからお年寄りま
であらゆる世代を対象に、気軽
に参加できる「乳酸菌勉強会」
を開催しています。乳酸菌や発
酵食品に関する知識のほか、地
域の食習慣や発酵食文化への
関心を高める機会にもつなげ、
楽しみながら健康について学べ
る場として、地域のコミュニティ
づくりにも貢献しています。

3

健康を語る伝道師『乳酸菌マスター』

健康 地域
共創

マテリアリティの掛け合わせで　　　　さらに新しい価値の創造へ。

社員が届けたい「ワクワクと笑顔」

乳酸菌の秘められた可能性を、
今後さらに世の中に発信したい！

健康づくりのきっかけとなり、健康寿命の延伸など
社会課題の解決につなげたい！

創造した新しい価値

乳酸菌勉強会をきっかけとした
健康意識の醸成

楽しみながら乳酸菌や発酵について学べる
地域コミュニティ

乳酸菌勉強会

活動を通して生まれたもの

乳酸菌マスター

名
204

2019年活動回数
全国で

回
183
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SDGsを学ぶことで
地球環境に貢献する意欲と思いを育む

出前授業では、くらしの中で使っている水の量や、世界における水の
現状を知り、「水の大切さ」について伝えるほか、「三ツ矢サイダー」を
題材に、水の種類（軟水・硬
水）や、水を安全・安心に使
うための工夫（ろ過）につい
て実験を通じて学びます。ま
た、未来を担う子どもたちが
「SDGs（持続可能な開発
目標）」について身近な事例
をもとに学び、「水」や「地球
環境」について「自分たちが
できること」を考えます。

2

環境に関する学びと気づきを
子どもたちへ提供

アサヒ飲料では、2009年より未来を担う子どもたちに「水の大切さ」
や「地球環境保全に取り組むことの大切さ」を伝える出前授業を全
国の小学校で実施してきました。これまでにアサヒ飲料の環境出前
授業を受けた子どもたちは17,000名を超えています。2018年から
は、「持続可能な社会の創り手を育成する」という理念のもとSDGs
が学校教育に盛り込まれることを踏まえ、内容をブラッシュアップし、
「『三ツ矢サイダー』水の未来と環境教室～こどもSDGsスクール～」
として刷新しました。出前授業では、社員が近隣の小学校を訪問し、地
域の子どもたちに学びの機会を提供しています。また、特産果実を使
用した特産「三ツ矢」シリーズの果実原料の産地にある小学校では、
通常の授業内容に加え、地域の特産物の特徴や魅力を伝えています。

1

「三ツ矢サイダー」水の未来と環境教室 ～こどもSDGsスクール～

環境 地域
共創

「『三ツ矢サイダー』水の未来と環境教室」で学ぶSDGsのゴール

参加した子どもたちの声

SDGs学習の導入として「SDGsとは何か」を知る機会をつくり、
子どもたちが身近なこととして考えやすい３つのゴールに焦点を当てています。

軟水と硬水の違いを学ぶ

C a s e . 2

子どもたちが地域の特産物の魅力を知り
愛着をもつ機会に

日本には四季があり、さまざまなおいし
い果実が全国各地に存在する一方で、
特産物の魅力を最大限活かした加工品
を自治体独自でつくるのは難しい状況で
す。すばらしい果実を世の中に広めるこ
とで地域や生産者の方々にアサヒ飲料
らしい形で貢献したいという思いのもと
特産「三ツ矢」シリーズが誕生しました。
特産「三ツ矢」シリーズをテーマとした出
前授業では、特産果実の生産や流通を
担っている地域の方々とも連携し、地域
の特産物の魅力も伝えています。

3

（左）「特産『三ツ矢』青森県産ふじ」
（右）「特産『三ツ矢』愛媛県産せとか」

2019年9月27日

青森市立浪館小学校
4年生2クラス44名を対象に実施

海のごみひろいや、
SDGs17コの決まり
を守っていきたい。

もっとSDGsのことを考
えてみたいと思いました。

今日「三ツ矢サイダー」の授
業を受けて、将来の夢が
変わりそうです。とても良
い勉強になりました。また教
えてほしいと思いました。

「三ツ矢サイダー」の勉
強を受けて、今、地球
の水や環境がどん
な状態なのかが分
かったので自分でも協力
していきたい。

「三ツ矢サイダー」は日本
人の口に合うようになん水
を選んだり、何度もろ過
をしてつくっているのが
すごいと思いました。

社員が講師となり、全国の小学生に学びの機会を提供

活動を通して生まれたもの

社員が届けたい「ワクワクと笑顔」

未来の水や地球環境を守るために
「自分たちができること」を考える機会を創出したい！

特産「三ツ矢」シリーズの味わいで、
日本各地の特産果実の魅力を伝えたい!

創造した新しい価値

出前授業を通じて育まれる
「地球環境」に貢献する意欲や思い

子どもたちが地域の魅力を知り
愛着をもつ機会

環境出前授業に
参加した児童

名超
17,000

特産物の魅力を
伝える授業の実施※

エリア
5
※2019年

2019年2月21日

松山市立立岩小学校
1-6年生6クラス23名を対象に実施

水のろ過実験で、水があ
んなにきれいになる
のがわかりました。

未来のためにできる
ことを知りました。

水の大切さについて知るこ
とができたので良かったです。

ワークショップでとりあげた
３つのテーマは、小学生に
とっても考えやすく、自分
にできる目標も立てやす
かったと思います。大人も考
えさせられる内容でした。

 参加した先生の声
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男性

9.13年

平均寿命

健康寿命

女性

12.68年

平均寿命

健康寿命

強炭酸vs水

0.5

0
0.25

0.75

1

1.25

1.75

1.5

弱炭酸vs水

飲用前後における「集中度」変化の飲料間比較

飲
用
前
・
飲
用
後
の
集
中
度
変
化

:p<0.05、n=26

  自分も、会社も、
世の中も健康に

ー 社会的背景 ー

平均寿命と健康寿命の差

平均寿命より健康寿命が短いことは要介護や病気など
によって日常生活が送れない期間があることを示して
います。これは、個々人の健康やQOL＊（クオリティ・オブ・
ライフ）の問題である一方で、平均寿命と健康寿命との
差が拡大するほど、医療費や介護給付も増えるという
社会全体の課題になっています。

アサヒ飲料は、
健康ニーズに応える商品や
さまざまな取り組みを通じて、

人々の健康な毎日を支える新たな価値の
創造にチャレンジしています。

［出典］厚生科学審議会「健康日本21（第二次）の推進に関する参考資料」
＊Quality of Life。精神的な豊かさや満足度を含めた生活の質。

健康

（上）実験を通じ、目的をもって勉強することの大切さを学ぶ
（下）「カルピス」に含まれる乳酸菌の顕微鏡写真に興味津々の子どもたち

沖縄健康チャレンジ！記者会見の様子

強炭酸水を飲用した後の集中度は水の約1.2倍

「健康」のさらに詳細な情報は
WEBサイトをご覧ください

乳酸菌のチカラで、
地域の健康長寿を支えたい。
“沖縄健康チャレンジ！”

「健康長寿の県」として知られる沖縄県では近年、県民の健
康増進が課題となっています。アサヒ飲料は、産官学連携の
取り組みとして沖縄県が掲げる「健康長寿おきなわ復活」を
支援する“沖縄健康チャレンジ！”を展開しています。
2019年には昭和女子大学と共同で、「守る働く乳酸菌」な
ど乳酸菌科学シリーズを活用し、地域、職場で行う健康飲
料の飲用が、住民、職員の健康活動に及ぼす影響を把握す
る研究調査を実施しました。その一環として、2019年11月
には、沖縄の玄関口である那覇空港で働くスタッフの方々に
「守る働く乳酸菌」を約1ヵ月間提供し、健康活動への影響
を調べるとともに季節の変わり目の健康維持に役立ててい
ただきました。

「カルピス」
こども乳酸菌研究所

「『カルピス』こども乳酸菌研究所」は、「カルピス」という身近
な飲みものを題材に乳酸菌など微生物による発酵について
学び、未来への夢や食への関心を高めることを目的とした小
学校向けの出前授業です。
2013年にスタートしたこの活動は、これまでにのべ13,000
名超の小学生が参加し、2019年は79回開催、2,427名の
小学生が参加しました。
この授業では、アサヒ飲料の社員が講師となり、乳酸菌の顕
微鏡観察をはじめとした実験や体験を通じて、微生物の力や
発酵のしくみについて学ぶ機会を子どもたちに提供していま
す。プログラムの最後には、その日の授業や実験で得た知識
をもとに、誰かの笑顔につながる未来へのアイデアのディス
カッションを行うことで、子どもたちが主体的に取り組めるよ
うな工夫をしています。

強炭酸水の飲用で
集中力が高まることを実証

アサヒ飲料は、研究開発の分野においても健康課題解決に
向けた取り組みを推進しています。2019年には、お客様か
ら寄せられた炭酸水を飲むと「気分がスッキリする」、「気分
転換ができる」といったココロの健康との関わりを想起させ
るご意見をもとに、炭酸水飲用の効用を明らかにする研究を
行った結果、強炭酸水を摂取することで覚醒し、集中力が高
まることが確認できました。今後も、独自の確かなエビデンス
を有した素材を使用した商品の開発や研究を通じて、飲料
がもつ健康価値を追求していきます。

社員みずからが“健康”とは何かを
考え、学び、実践
～社員の健康チャレンジ！～

アサヒ飲料は、「じぶんも、会社も、世の中も健康に！」とい
うスローガンのもと、『アサヒ飲料 健康チャレンジ！』を立
ち上げ、活動を進めています。社員自身が健康であることが
活動の土台と考え、毎日の健康的な取り組みを専用アプリ
で記録してポイントを貯める『健康ポイントプログラム』や
徒歩移動を推奨してチームや個人の歩数を競う『ウォーキ
ングキャンペーン』など、社員が気軽に参加できる健康支
援プログラムを継続して行っています。2019年からは、健
康セミナーの受講や当社健康飲料の配布など、社員が自分
の健康ニーズに合ったコースを選択できる『健康セレクショ
ン』を導入し、生活習慣を見直すことで健康意識を高めて
います。これらの取り組みが評価され、2019年にはスポー
ツ庁より「スポーツエールカンパニー」に、また東京都より
「東京都スポーツ推進企業」に認定されました。
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1,124百万トン 1 : 1>

2050年

自然の恵みを
次代につなぐ

ー 社会的背景 ー

2050年には、
海のプラスチックごみが魚の総量を
超えると予測されています

アサヒ飲料は、
PETボトルなどプラスチック製の容器包装を
利用する企業の責任として、『容器包装2030』

を制定し、プラスチック資源循環や
海洋プラスチック問題の対策に

取り組んでいます。
「環境」のさらに詳細な情報は
WEBサイトをご覧ください

世界経済フォーラムが2016年に出した報告書による
と、今から30年後の2050年には、海へ流れ着いたプラ
スチックごみの量が10億トンを超え、世界中の海に存在
する魚の量を上回るという試算※も出されています。
※［出典］ The New Plastics Economy: Rethinking the future of 

plastics (2016.Jan. World Economic Forum)

環境

富士山工場：富士市が実施する「ブナ林創造事業」に協力個別の記載ではなく、外装の段ボールにまとめて原材料名などの法定表示
を記載することで、ラベルに使用していたプラスチック樹脂量の90％を削
減しています。

（上）北陸工場：地域
の子どもたちも植樹
作業に参加
（下）岡山工場：「アサ
ヒ飲料の森～岡山工
場～」の看板を設置

きれいな水を守るため、水源地の森
保全活動に取り組んでいます

自然の恵みを享受して事業活動を行っている当社は、数あ
る環境活動の中でも水の保全活動を重要テーマのひとつに
位置づけています。水は当社製品を生産するうえで最も重要
な資源であり、水資源の保全は企業としての社会的責任で
あると考えています。
工場周辺の水源地の森保全活動として2017年に北陸工場
で始まった「森づくり活動」は、水の涵養力を高めるために
植樹を行う取り組みです。2019年は、9月に北陸工場で第
3回となる「森づくり活動」を実施したほか、11月には岡山
工場でも「森づくり活動」がスタートし、水源となる高梁川
支流の森の一部を「アサヒ飲料の森～岡山工場～」として整
備、工場の社員など60名が参加して「ヤマザクラ」や「ヤマモ
ミジ」、「クヌギ」など9種類600本の苗木を植樹しました。

PETボトルの「ボトル to ボトル」
リサイクルを推進しています

飲んだ後のPETボトルを新たな資源に再生するための取り
組みとして、使用済みPETボトルを破砕したうえでPET樹脂
原料として再資源化し、もう一度PETボトルとして生まれ変
わらせる「ボトル to ボトル」リサイクルを推進しています。
2019年7月から、「カルピスウォーター」など乳性飲料の一
部で使用済みPETボトルを再資源化したリサイクルPETボト
ルの採用を開始。その後、「三ツ矢」ブランドや「ウィルキンソ
ン タンサン」などボトルの耐圧性が要求される炭酸飲料の
一部商品へ導入を拡大しました。

近隣自治体の森林の保全活動に
協力しています

富士山工場では、地元自治体の静岡県富士市が実施して
いる「ブナ林創造事業」に協力しています。26回目となる、
2019年は、工場の社員21名がブナの木の植樹作業に参加
しました。

ラベルがないからごみが減り、
分別もラクな「ラベルレス商品」

アサヒ飲料は、「人にやさしく、地球にやさしい」をコンセプト
に、2018年からケース販売専用の「ラベルレス商品」を展開
しています。この商品は、PETボトルからラベルをなくすこと
でラベルに使用される樹脂量の約90％削減を実現し、また、
分別の際、ラベルをはがす手間が省け、利便性にも配慮して
います。「ラベルレス商品」の展開を拡大していくことで家庭
やオフィスから排出されるプラスチックを減らす取り組みに
もつながっています。
2018年に「『アサヒ おいしい水』天然水ラベルレスボトル」
の発売でスタートした「ラベルレス商品」は、2019年に「アサ
ヒ『十六茶』ラベルレスボトル」PET630ml、「アサヒ『六条麦
茶』ラベルレスボトル」PET660ml、「『守る働く乳酸菌』ラベ
ルレスボトル」PET100mlなど3商品を追加。さらに2020年
には「ＭＳ＋Ｂ『ウィルキンソン タンサン』ラベルレスボトル」
PET500mlへの新規展開を予定しています。なお、2020年
4月には、識別表示に関する制度変更に伴い、タックシール
の代わりにボトルに直接リサイクルマークを刻印することで、
「『アサヒ おいしい水』天然水ラベルレスボトル」全ライン
ナップでの完全ラベルレス化を実現しました。
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2060年1960年 2014年 2110年

11.2人

2.4人 1.3人 1.2人

現状継続

人に寄り添い、
豊かな地域を共に創る

ー 社会的背景 ー

このまま少子高齢化が進むと
1人の高齢者を1人の現役世代が
支える社会がやってきます

アサヒ飲料は、
次代を担う子どもたちの心とカラダの

健康的な成長と地域経済の活性化のため、
地域の皆様とともに

新しい価値を創造していきます。

内閣府の発表によると、少子高齢化によって2060年に
は労働人口が減少し、高齢者と労働人口の割合が1対1
に近づき、私たちの生活や地域経済に大きな影響が出る
ことが予測されています。次代を担う子どもをもつ親たち
の育児環境の整備や地域経済の活性化は解決すべき社
会課題です。
［出典］ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年

1月推計）」を元に作成

地域共創

「地域共創」のさらに詳細な情報は
WEBサイトをご覧ください

＊ 読み聞かせによって親子の絆が深まるように、との願いを込め、アサヒ飲
料が企画・制作に協力している絵本。

川西市が「三ツ矢」ゆかりの地であることを伝えるポスター

さまざまな事情から、家庭で十分な食事をとることができな
かったり、いつもひとりで食事をしなければならなかったりする
子どもたちがいます。「こども食堂」は、そんな子どもたちが１人
でも来ることができ、安心
して居られる場所です。そ
こは、地域の人によって無
料・低額で食事が提供され
るだけでなく、子ども同士
や地域のさまざまな大人た
ちとふれあい、交流できる
場所でもあります。 イラスト kucci

「こども食堂」とは？

発酵食品を通じて地域の健康と
経済活性化に貢献します

「『カルピス』発酵BLEND PROJECT」
は、「カルピス」と地域独自の発酵食
品とのコラボレーションを通して、そ
の土地ならではの発酵食品の魅力
を発信し、健やかさと新しいおいし
さを探求していく取り組みです。ま
た、この取り組みをきっかけに地域
活性化への貢献も目指しています。
2019年は、その活動のひとつとし
て、愛知県岡崎市の伝統的な発酵
食品「八丁味噌」とのコラボレーショ
ンを継続するほか、地域貢献の取り
組みとしてラッピング自動販売機の
展開、量販店での健康イベントなど
の活動を展開しました。

上）こども食堂の様子
下）社員による食育イベント

全国の「こども食堂」を
応援しています

アサヒ飲料では、子どもたちの健やかな成長、誰もが安心し
て暮らせる地域社会の実現を願い2018年3月に「こどもた
ちの明るい未来づくり基金」を設立しました。
これは「三ツ矢」の日（3月28日）と「カルピス」の誕生日（7月
7日）に関連する「三ツ矢」ブランド・「カルピス」ブランド商品
の店頭での売上の一部を「赤い羽根福祉基金」を通じて寄付
を行う目的で設立したもので、全国の「こども食堂」や「こども
食堂」のネットワーク構築に向けた助成をしています。
2019年は、基金を通じて2,252万円の寄付を行っており、全国
114ヵ所の「こども食堂」へ寄付金とともに当社商品を寄贈した
ほか、夏休み期間には、社員による「三ツ矢サイダー」の歴史が
分かる紙芝居イベントの開催や当社商品を使ったデザートの提
供などの食育イベントを行い、楽しいひとときをお届けしました。
また、2020年2月以降、新型コロナウイルス感染拡大の影
響によって子どもたちの生活環境が大きく変化したことを受
け、こども食堂サポートセンター（運営団体：全国食支援活
動協力会）を通じて、アサヒグループホールディングス株式会
社として1億5,000万円相当の商品を寄付しています。当社
からは「カルピス」(470ml)、「カルピスウォーター」(パウチ
300g)など約19万本を寄贈しました。

「三ツ矢」ブランド発祥の地で、
地域活性化事業を展開しています

「三ツ矢」ブランド発祥の地である兵庫県川西市と連携し「教
育」「健康」「まちづくり」の観点から地域活性化事業を支援し
ています。社員による小学校での出前授業、地域住民を対象
とした乳酸菌勉強会のほか、川西市のまちづくりおよびPR活
動にも貢献しています。2019年9月に実施された「のせでん
ホリデーハイキング」では、目的地を「三ツ矢記念館」に設定
し、健康的な汗をかいた参加者の喉を潤す「三ツ矢サイダー」
を提供しました。
さらに川西市の一大イベントである「源氏まつり」や「三ツ矢
の日」にもサンプリングを実施したほか、8月11日「山の日」に
は、山岳遭難防止キャンペーンの啓発活動に協力しました。

50年以上続く
「カルピス」ひなまつりプレゼント

アサヒ飲料では、「これまでも、これからも子どもたちの成長
をすべての人とお祝いしたい」という思いのもと、ひなまつり
の時期に飲まれる白酒の色に似た「カルピス」を全国の幼稚
園・保育園の子どもたちにプレゼントしています。この活動は、
「カルピス」の生みの親である三島海雲が1963年に始め、
2020年で56回目を迎え、全国で約24,000園、約270万名
の子どもたちに「カルピス」をお届けしました。
累計では約1億3,100万名の子どもたちが、ひなまつりのひと
ときを「カルピス」と過ごしたことになります。また、当社が企画・
制作に協力している「カルピス絵本*」や、そのダイジェスト
版を「カルピス」とともに子どもたちに届けています。
さらに、社員が事業場近隣の幼稚園・保育園を訪問し、「カル
ピス絵本」の読み聞かせイベントを行うことで、子どもたちの
楽しい思い出づくりのお手伝いをしています。この取り組み
を通じて、絵本の楽しさや「カルピス」を一緒につくって飲む
ことで生まれる笑顔や思い出をいつまでも大切にしてほしい
と願っています。

（上）ひなまつりに「カル
ピス」で乾杯　
（下）社員による絵本読
み聞かせイベント

岡崎市出身のアーティストの作品
をデザインしたラッピング自動販
売機
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手穴をつけ、開けやすく改良手穴をつけ、開けやすく改良

お客様とともに

アサヒ飲料を支える基盤

安全・安心のために

社員とともに

詳しい情報は
WEBサイトを
ご覧ください

詳しい情報は
WEBサイトを
ご覧ください

詳しい情報は
WEBサイトを
ご覧ください

ワクワクと笑顔をお届けするため、「お客様の声」を積極的に反映

お客様の声によって改善された
商品・サービス事例

「安全」でおいしい商品を、「安心」してお飲みいただくために

働き方改革宣言のもと、働きやすいオフィス改革に取り組んでいます

お客様と会社の架け橋を担うお客様相談室で
は、お客様対応方針に基づき、お客様から寄
せられる一つひとつの声に迅速・的確・丁寧に
お応えするよう努めています。お客様相談室に
寄せられたご意見やご要望、ご指摘などの情
報は、社内のデータベースシステムに登録し、
商品やサービスの開発・改善および経営方針
や活動方針の策定に活かしています。
また、お客様満足度の向上に向け、アンケート
による直接評価や、電話応対に対する外部診
断などを実施し、活動レベルの向上を図って
います。
今後もお客様の期待を超える新たな価値や
サービスを生みだし、さらなるお客様満足の
向上を目指します。

「アサヒ おいしい水」天然水PET2Lは、「持ち
手がいたい」というご意見を反映し、「やさしい
持ち手」に変更するほか、段ボール箱天面・底
面に「手穴」をつけ、開けやすくしました。

アサヒ飲料は、経営理念に掲げているとおり、高品質で安全な
商品と真心のこもったサービスの提供を通じて、豊かで健康な
食生活の実現に貢献することを目指しています。 アサヒ飲料の
品質保証活動の目的は「安全」でおいしい商品を、お客様に「安
心」してお飲みいただくことです。お客様に安心してお飲みいた
だくためには、商品のおいしさや品質はもちろん、お客様の声に
真摯に耳を傾け、それを商品やサービスに反映していくことも、
大切な要素だと考えています。
当社が考える品質とは、商品およびサービスがお客様の期待に
応え、ご満足いただけるかを評価するための、性質や性能のこと
を指します。確実な仕事により、確実なものをつくり、その成果
を確認して信頼を得て、万一の場合に責任をもって対応する、こ
れらの要素を基本に、各部門が同一ベクトルで全社的に品質を
高めるよう努めています。
また、お客様に高品質で安全な商品と真心のこもったサービス

アサヒ飲料では、多様な個性をもつ社員一人ひとりが、ワーク・
ライフ・バランス*を実現しながら、自分の能力や適性を存分に
活かすことが、新たな価値を創造し、企業の持続的な成長につ
ながると考えています。
2018年4月からスタートした「働き方改革」では、生産性向上
による時間の創出を目指し、柔軟な勤務制度改革、IT支援、勤
務上の風習の改善、業務プロセスの改革に取り組んでいます。
また、社員一人ひとりが創出された時間の活用方法を考え目標
を設定する制度を導入し、社員の健康づくり、自己研鑽・資格取
得、育児・介護時間への充当、社会貢献活動への参加などの活
動へシフトするよう促しています。
2019年は、柔軟な働き方につながる環境整備として本社の「オ
フィス改革」に取り組みました。個人の固定席を廃止してフリー
アドレス制にするとともに、ミーティングスペースを増やすこと
で、部門を越えたコミュニケーションが発生しやすいオフィスに
生まれ変わりました。

を提供するために、全社員一人ひとりがみずからの能力を磨き、
業務に精通することを通して品質保証活動を組織的に推進して
います。品質を支える人材の育成を目的として、さまざまな研修
を実施し、品質に関する知見のレベルアップや品質を最優先に
する意識の向上を図っています。

研修の様子

リニューアル後はフリーアドレス制を導入し、
その日の業務に合わせて場所を選ぶ働き方ができる環境に

＊ 仕事と仕事以外の生活（育児・介護、趣味、地域活動など）との調和をとり、
その両方を充実させること。

持ち手がいたい

もっと開けやすく

手にあたる部分を山折りにして、
やさしい持ち手に

お客様への対応

アサヒ飲料では、お客様からお寄せいただい
た声を、商品・サービスに反映することが、
お客様の信頼に応える最善の方法と考えて
います。ご意見は社内データベースに登録さ
れ、ほぼリアルタイムで社員が閲覧でき、ご指
摘やご意見をまとめ、担当部門へ報告し、よ
り良い商品・サービスの提供に役立てていま
す。2019年はお問い合わせ31,015件、ご
指摘4,419件、ご意見ご要望2,639件の計
38,073件のご意見をいただきました。

商品特徴
8,152件

販売先
6,983件包装容器・表示

1,621件

自販機関連
1,401件

キャンペーン
1,289件

CM・広報活動
349件

その他
6,550件

お問い合わせ
31,015件

ご指摘
4,419件

ご意見ご要望
2,639件

取り扱い方法4,670件

2019年
合計

31,015件

内訳 お問い合わせ内容

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2019年

ご意見・ご質問
（電話・メール・手紙）

回答

社内情報共有
システムを通じて
関連部門に連絡

開発・設計・製造・
販売部門等

商品・サービスへの
反映

お客様相談室の役割

お客様
対応方針

お客様 お客様相談室

Before After
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